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中
井
蕉
園
の
「
徐
長
卿
伝
」
に
つ
い
て

三
瓶　

は
る
み

　

は
じ
め
に

　

中
国
の
古
代
詩
の
ジ
ャ
ン
ル
の
中
に
、「
薬
名
詩
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル

の
詩
が
あ
る
。
薬
名
詩
と
は
、
漢
方
や
民
間
で
用
い
ら
れ
る
薬
草
の
名
を

詩
中
に
詠
み
こ
ん
だ
も
の
で
、「
雑
体
詩
」（
古
典
詩
歌
の
体
裁
の
一
。
離

合
詩
、
回
文
詩
な
ど
が
あ
る
）
の
な
か
の
「
雑
名
詩
」
の
一
種
で
あ
る
（
１
）。

中
国
で
は
唐
・
宋
代
に
盛
ん
に
作
ら
れ
、
宋
代
の
詩
話
に
も
し
ば
し
ば
登

場
す
る
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
当
時
は
多
く
の
詩
人
文
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ

て
い
た
。
筆
者
は
中
国
の
薬
名
詩
の
調
査
に
お
い
て
、
日
本
に
も
薬
名
を

織
り
込
ん
で
作
ら
れ
た
詩
文
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
江
戸
時
代
後
期
の
儒

学
者
中
井
蕉
園
（
一
七
六
七
─
一
八
〇
三
）
の
漢
文
作
品
「
徐
長
卿
伝
」

を
知
る
に
到
っ
た
。「
徐
長
卿
伝
」
は
一
千
字
ほ
ど
の
散
文
で
あ
る
が
、

主
人
公
で
あ
る
徐
長
卿
を
は
じ
め
、
登
場
人
物
す
べ
て
の
名
前
に
漢
方
の

薬
草
を
当
て
、
ま
た
文
中
の
名
詞
や
形
容
詞
に
も
薬
草
名
を
用
い
、
そ
の

薬
草
が
持
つ
性
質
や
効
能
が
ス
ト
ー
リ
ー
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
工
夫
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
序
文
に
よ
れ
ば
「
薬
草
名
を
使
っ
て
作
っ
た
詩
に
触
発
さ

れ
て
、
戯
れ
に
作
っ
て
み
た
」
と
い
う
。
江
戸
時
代
の
学
者
で
は
、
中
井

蕉
園
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
学
者
伊
沢
蘭
軒
（
一
七
七
七
─
一
八
二
九
）
が
薬

名
を
織
り
込
ん
だ
詩
を
作
っ
た
こ
と
が
、
森
鴎
外
の
小
説
『
伊
沢
蘭
軒
』

に
記
さ
れ
て
い
る
（
蘭
軒
の
作
品
に
つ
い
て
は
後
述
）。
蕉
園
が
言
う

「
薬
草
名
を
使
っ
て
作
っ
た
詩
」
と
は
、
こ
の
「
薬
名
詩
」
を
指
す
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
蕉
園
が
「
薬
草
名
使
っ
て
作
っ
た
詩
」
に
触
発
さ
れ

て
作
っ
た
の
は
、
韻
文
で
は
な
く
散
文
で
あ
る
が
、
中
国
で
生
ま
れ
た
薬

名
詩
が
、
江
戸
期
の
儒
学
者
の
手
で
ど
の
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
か
を

紹
介
す
る
の
は
、
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
「
徐
長
卿

伝
」
の
全
文
を
掲
載
し
、
現
代
語
訳
を
付
し
て
紹
介
す
る
。

　

一
　

本
論
に
入
る
前
に
、
ま
ず
薬
名
詩
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
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薬
名
詩
は
中
国
の
六
朝
期
に
成
立
し
、
唐
・
宋
代
に
発
展
し
た
。
南
宋
・

王
楙
の
『
野
客
叢
書
』
巻
十
七
「
薬
名
詩
」
に
は
、
そ
の
起
源
と
宋
代
に

至
る
ま
で
の
あ
ら
ま
し
が
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
２
）。

　
「
西
清
詩
話
」
云
、
藥
名
詩
起
自
陳
亜
、
非
也
、
東
漢
已
有
離
合
體
、

至
唐
始
著
藥
名
之
號
、
如
張
籍
「
答
鄱
陽
客
詩
」
云
、「
江
皋
歳
暮
相
逢

地
、
黄
葉
霜
前
半
夏
枝
。
子
夜
吟
詩
向
松
桂
、
心
中
萬
時
豈
君
知
」
是

也
、
僕
謂
此
説
亦
未
深
考
、
不
知
此
體
已
著
於
六
朝
、
非
起
於
唐
也
、
當

時
如
王
融
、
梁
簡
文
、
元
帝
、
庾
肩
吾
、
沈
約
、
竟
陵
王
皆
有
、
至
唐
而

是
體
盛
行
、
如
盧
受
采
、
權
、
張
、
皮
、
陸
之
徒
多
有
之
、
呉
曾
「
漫

録
」
謂
、
藥
名
詩
、
庾
肩
吾
、
沈
約
亦
各
有
一
者
、
非
始
於
唐
、
所
見
亦

未
廣
也
、
本
朝
如
錢
穆
父
、
黃
山
谷
之
輩
、
亦
多
此
作
。（『
西
清
詩
話
』

は
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
薬
名
詩
が
陳
亜（
３
）に
始
ま
る
と
言
う
の
は
誤
り

で
あ
る
。
後
漢
に
は
す
で
に
「
離
合
体
」
が
あ
り
、
唐
に
至
っ
て
「
薬

名
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
張
籍
の
「
鄱
陽
の
客
に
答

ふ
る
詩
」
に
、「
江
皋
の
歳
暮　

相
逢
ふ
の
地
、
黄
葉
霜
前　

半
夏
の

枝
。
子
夜
詩
を
吟
じ
て
松
桂
に
向
か
ひ
、
心
中
万
事
豈
君
の
知
る
ら
ん
」

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
、
と
（
４
）。
私
は
こ
の
説
も
ま
た
、
ま
だ
考
察
が
十

分
で
な
い
と
思
う
。
こ
の
詩
体
は
す
で
に
六
朝
期
に
存
在
し
、
唐
代
に
起

こ
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
の
だ
。
当
時
、
王
融
、
梁
の
簡
文

帝
、
元
帝
、
庾
肩
吾
、
沈
約
、
竟
陵
王
に
は
み
な
薬
名
詩
が
あ
り
、
唐
代

に
入
っ
て
流
行
し
、
盧
受
采
、
権
徳
輿
、
張
賁
、
皮
日
休
、
陸
亀
蒙
の
よ

う
な
多
く
の
人
た
ち
に
も
こ
の
作
品
が
あ
る
。
呉
曽
の
『
漫
録
』
は
、
薬

名
詩
は
庾
肩
吾
や
沈
約
に
も
そ
れ
ぞ
れ
一
首
あ
り
、
唐
代
に
始
ま
る
も
の

で
は
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
見
解
も
ま
だ
不
十
分
で
あ

る
。
本
朝
に
な
る
と
、
銭
穆
父
や
黄
山
谷
な
ど
多
く
の
人
が
こ
の
ス
タ
イ

ル
の
作
品
を
作
っ
て
い
る
。）

　

薬
名
詩
の
特
徴
と
そ
の
歴
史
的
発
展
に
つ
い
て
、
田
中
謙
二
氏
は
論
文

「
薬
名
詩
の
系
譜（
５
）」
に
お
い
て
、
宋
代
の
詩
話
を
手
掛
か
り
に
薬
名
詩
の

歴
史
を
た
ど
り
、
現
存
す
る
薬
名
詩
を
掲
載
し
、
各
時
代
に
お
け
る
そ
の

特
徴
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
氏
は
、
薬
名
詩
の
言
葉
の
も
じ
り
（
類

似
音
に
よ
る
仮
借
）
に
は
二
種
類
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
一
つ
は
詩
文

中
に
織
り
込
ま
れ
た
薬
草
名
が
「
意
味
を
転
化
さ
せ
な
が
ら
、
原
名
の
ま

ま
標
記
さ
れ
て
い
る
」
も
の
。
例
え
ば
、「
伍
茄
→
吾
家
」、「
茱
萸
→
須

臾
」
の
よ
う
に
、
薬
草
名
は
そ
の
ま
ま
標
記
さ
れ
る
が
、
音
の
類
似
性
を

使
っ
て
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
薬
草
名
を
音
通
さ
せ
た
り

別
名
を
使
う
な
ど
し
て
も
じ
る
、「
そ
れ
が
仮
借
す
る
こ
と
ば
、
す
な
わ

ち
転
化
さ
れ
た
意
味
を
示
す
文
字
で
詠
み
こ
ま
れ
る
」
も
の
で
、
前
者
と

は
逆
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。（「
陶
人
→
桃
仁
」、「
回
郷
→
茴
香
」
な
ど
。）

田
中
氏
は
、
六
朝
期
に
発
生
し
た
薬
名
詩
は
そ
の
初
期
に
お
い
て
「
本
草

名
は
薬
用
の
名
称
ど
お
り
標
記
さ
れ
、
し
か
も
転
化
さ
れ
た
意
味
は
字
面

か
ら
容
易
に
想
像
し
う
る
程
度
の
技
巧
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
言
葉
の
も
じ
り
は
ほ
と
ん
ど
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
」
が
、
唐
代
か

ら
宋
代
に
至
る
間
に
言
葉
も
じ
り
の
技
巧
が
顕
著
に
な
る
こ
と
、
も
じ
り

が
通
俗
文
学
や
寄
席
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
、「
も
じ
り
の
技
巧
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は
、
お
そ
ら
く
庶
民
を
対
象
と
す
る
演
芸
か
ら
得
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ

う
」
と
指
摘
し
、
敦
煌
文
書
中
の
「
伍
子
胥
変
文
」（
唐
末
か
ら
五
代
に

成
立
）
と
、
宋
代
の
陳
亜
を
挙
げ
て
い
る
（
６
）。「
伍
子
胥
変
文
」
は
庶
民
を

対
象
と
し
た
俗
文
学
作
品
で
あ
る
。
戦
国
時
代
の
伍
子
胥
の
仇
討
ち
を
モ

チ
ー
フ
と
し
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
物
語
で
あ
る
が
、
文
中
に
伍
子
胥
が

妻
と
薬
草
名
を
織
り
込
ん
だ
詩
を
用
い
て
問
答
を
す
る
く
だ
り
が
あ
る
。

ま
た
、
宋
の
陳
亜
は
宋
代
詩
話
に
し
ば
し
ば
登
場
し
、「
生
涯
に
薬
名
詩

を
百
余
首
作
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
詩
人
で
あ
る
。
時
代
が
下
っ
て
元
・
明

代
に
入
る
と
、
薬
名
詩
は
戯
曲
や
物
語
の
中
に
取
り
込
ま
れ
、
韻
文
か
ら

散
文
へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
。
田
中
氏
は
『
西
廂
記
』（
王
実
甫
）
や
『
陽

春
白
雪
』
の
「
中
呂
・
粉
蝶
児
」（
孫
叔
順
）
な
ど
の
套
数
作
品
に
つ
い

て
考
察
し
、
さ
ら
に
薬
草
名
を
用
い
た
散
文
に
つ
い
て
も
触
れ
、
清
の
褚

人
獲
『
堅
瓠
集
』（
丙
集
巻
二
）
収
載
の
、
薬
名
を
織
り
込
ん
だ
書
簡

（
蘇
州
の
芸
妓
と
情
人
の
や
り
と
り
）
を
挙
げ
て
い
る
。

　

田
中
氏
の
指
摘
の
他
に
、
明
代
に
は
す
で
に
薬
名
を
用
い
た
散
文
が
書

か
れ
て
い
た
こ
と
が
、
当
時
の
随
筆
の
記
述
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

明
・
李
翊
の
『
戒
庵
老
人
漫
筆
』
に
は
、
作
者
不
詳
の
「
桑
寄
生
伝
」
と

い
う
物
語
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
桑
寄
生
と
い
う
人
物
が
反
乱
軍

を
平
ら
げ
る
話
で
、
地
の
文
章
に
薬
草
名
を
織
り
込
む
ほ
か
、
間
に
桑
寄

生
と
愛
妾
が
応
酬
す
る
薬
名
詩
を
挿
入
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
清
代
の

作
品
に
は
『
聊
斎
志
異
』
で
名
高
い
蒲
松
齢
の
作
と
さ
れ
る
「
草
木
伝
」

が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
戯
曲
で
あ
る
が
、
全
篇
に
わ
た
っ
て
薬
草
名
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
六
朝
か
ら
明
清
に
至
る
間
に
、
薬
名
詩
は
韻
文
か
ら

戯
曲
の
歌
詞
へ
、
さ
ら
に
散
文
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
が
中
国
に
お
け
る
薬
名
詩
の
歴
史
で
あ
る
。
次
に
、
日
本
に
お
け

る
薬
名
詩
の
記
述
と
し
て
は
、
ま
ず
前
述
の
森
鴎
外
の
小
説
『
伊
沢
蘭

軒
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
伊
沢
蘭
軒
』
に
は
、
文
政
十
一
年
五
月
に
蘭
軒

が
薬
名
詩
を
作
っ
た
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

此
年
文
政
十
一
年
五
月
の
詩
会
は
酌
源
堂
に
於
て
催
さ
れ
た
。
宿
題
は

「
採
薬
」
で
、
蘭
軒
は
「
倣
薬
名
詩
体
」
の
五
律
を
作
つ
た
。「
採
薬
遇
天

晴
。
青
籃
掛
杖
行
。
途
平
蓬
野
濶
。
苔
滑
石
橋
横
。
林
薄
荷
鑱
入
。
池
塘

洗
艸
清
。
吾
家
間
事
業
。
不
是
学
長
生
。」
第
一
に
は
天
精
が
あ
る
。
天

精
は
地
骨
皮
の
別
名
で
あ
る
。
晴
は
精
と
通
ず
る
。
第
二
に
は
藍
が
あ

る
。
籃
藍
は
相
通
で
あ
る
。
第
三
に
は
萍
が
あ
る
。
平
は
萍
と
通
ず
る
。

第
四
に
は
滑
石
が
あ
る
。
第
五
に
薄
荷
が
あ
る
。
第
六
に
蒨
草
が
あ
る
。

洗
蒨
は
相
通
で
あ
る
。
第
七
に
五
加
が
あ
る
。
五
加
と
吾
家
と
は
音
通
で

あ
る
。
第
八
に
長
生
が
あ
る
。
長
生
は
羌
活
の
別
名
で
あ
る
。

　

蘭
軒
は
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
徐
長
卿
伝
」
の
作
者
・
中
井
蕉
園
よ
り

十
歳
年
下
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
生
き
た
人
で
あ
る
。
蘭
軒
が
薬
名

詩
を
作
っ
た
文
政
十
一
年
は
西
暦
一
八
二
八
年
で
あ
り
、
蕉
園
の
死
後
す

で
に
二
十
五
年
が
た
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
徐
長
卿
伝
」
と
『
伊
沢
蘭

軒
』
の
記
述
は
、
日
本
に
お
け
る
薬
名
詩
が
蕉
園
存
命
の
期
間
に
知
識
人

た
ち
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
か
つ
ま
た
蕉
園
の
没
後
も
作
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
尚
、
蕉
園
の
父
・
中
井
竹
山
は
漢
詩
文
の
造
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詣
が
深
く
、
彼
が
責
任
者
と
し
て
運
営
し
て
い
た
学
問
所
・
懐
徳
堂
で
漢

詩
文
の
講
読
会
を
開
き
、
門
人
た
ち
に
勉
強
さ
せ
た
と
い
う
（
７
）。
蕉
園
も
詩

会
や
勉
強
会
を
通
じ
て
、
薬
名
詩
に
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
次
に
、「
徐
長
卿
伝
」
の
作
者
中
井
蕉
園
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

二
　

中
井
蕉
園
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
十
二
月

に
、
中
井
竹
山
の
四
男
（
第
七
子
）
と
し
て
大
坂
に
生
ま
れ
た
。
名
は
曽

弘
で
、
蕉
園
は
字
で
あ
る
。
ま
た
、
仙
波
と
も
号
し
た
。
父
の
中
井
竹
山

は
当
時
著
名
な
儒
学
者
で
あ
り
、
幕
府
認
可
の
学
問
所
「
懐
徳
堂
」
の
学

主
（
教
務
責
任
者
）
で
あ
っ
た
。「
懐
徳
堂
」
は
大
阪
の
町
人
た
ち
が
創

設
し
た
、
町
人
の
た
め
の
教
育
の
場
で
あ
り
、
朱
子
学
を
中
心
に
中
国
の

古
典
を
教
授
し
て
い
た
。
蕉
園
の
父
・
竹
山
は
「
懐
徳
堂
」
の
発
展
に
力

を
尽
く
し
、
そ
の
黄
金
期
を
築
い
た
。
そ
の
弟
（
蕉
園
の
叔
父
に
あ
た

る
）
中
井
履
軒
は
私
塾
を
開
い
て
経
学
の
研
究
に
従
事
し
、
多
く
の
著
作

を
残
し
た
。
蕉
園
は
こ
う
し
た
学
問
の
家
系
に
生
ま
れ
、
父
や
叔
父
の
薫

陶
を
受
け
て
育
っ
た
。
特
に
詩
文
の
才
能
に
す
ぐ
れ
、
頼
山
陽
か
ら
「
文

妖
」
と
評
さ
れ
た
と
い
う
。
早
読
み
を
得
意
と
し
、「
七
歩
二
首
」（
七
歩

歩
く
う
ち
に
、
七
言
律
詩
二
首
を
作
っ
た
）「
一
宵
十
賦
」（
一
晩
の
う
ち

に
、
与
え
ら
れ
た
賦
題
で
十
の
賦
を
作
っ
た
）
な
ど
の
逸
話
を
残
し
て
い

る
。
蕉
園
は
父
か
ら
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
が
、
享
和
三
年
（
一
八
〇

三
）、
三
十
七
歳
の
若
さ
で
世
を
去
っ
て
い
る
。
蕉
園
の
遺
稿
に
は
「
炎

窓
代
睡
」（
漢
詩
集
）、「
騮
碧
嚢
」（
紀
行
文
）、「
壎
集
」（
漢
詩
文
集
）、

「
蕉
園
先
生
著
述
抄
」「
蕉
園
詩
巻
」「
蕉
園
先
生
遺
稿
」
な
ど
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
資
料
の
多
く
は
、
現
在
大
阪
大
学
の
懐
徳
堂
文
庫
に
収
め
ら
れ

て
い
る
（
８
）。

本
稿
で
紹
介
す
る
「
徐
長
卿
伝
」
は
、
蕉
園
の
多
く
の
遺
稿
と

同
じ
よ
う
に
、
大
阪
大
学
の
懐
徳
堂
文
庫
資
料
の
一
部
と
し
て
、
同
文
庫

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
湯
城
吉
信
氏
の
「
懐
徳
堂
文
庫
資
料
解
題（
９
）」

は
懐

徳
堂
資
料
の
収
録
状
況
に
関
す
る
詳
細
な
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ

る
と
、「
徐
長
卿
伝
」
は
「
蕉
園
崑
山
先
生
文
」
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、

詳
細
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
蕉
園
崑
山
先
生
文
」
は
中
井
蕉
園
と
三
村
崑
山
の
漢
文
集
。
不
分

巻
、
全
十
六
葉
の
仮
綴
じ
の
鈔
本
で
、
朱
筆
で
句
点
が
施
さ
れ
て
お
り
、

巻
末
に
朱
引
の
引
き
方
や
圏
点
の
打
ち
方
に
関
す
る
メ
モ
が
あ
る
。「
徐

長
卿
伝
」
の
ほ
か
、「
雕
蟲
篇
序
」「
再
答
脇
子
善
書
」「
答
尾
藤
学
士

書
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
四
篇
の
う
ち
「
雕
蟲
篇
序
」
は
、
三
村
崑
山

が
蕉
園
の
「
雕
蟲
篇
」（
蕉
園
の
「
一
宵
十
賦
」
を
収
録
し
た
も
の
）
の

た
め
に
書
い
た
序
文
で
あ
る
。
崑
山
は
蕉
園
の
叔
父
・
中
井
履
軒
の
門
人

で
、
蕉
園
よ
り
五
歳
年
長
の
人
で
あ
っ
た
。「
再
答
脇
子
善
書
」「
答
尾
藤

学
士
書
」
は
、「
雕
蟲
篇
」
に
関
し
て
、
蕉
園
が
脇
子
善
及
び
尾
藤
学
士

に
送
っ
た
書
簡
で
あ
る
。

　
「
雕
蟲
」
と
は
「
篆
刻
を
す
る
よ
う
な
細
か
い
技
術
」、「
取
る
に
足
り

な
い
技
能
」
を
言
い
、
詩
文
な
ど
で
言
葉
を
飾
り
立
て
た
り
、
技
巧
に
走
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る
こ
と
を
指
す
。
湯
浅
邦
弘
編
著
『
懐
徳
堂
辞
典
』「
雕
蟲
篇
」
の
項

に
、
蕉
園
の
、
賦
を
作
る
こ
と
に
対
す
る
謙
遜
で
あ
ろ
う
と
言
う
（
（（
（

。「
徐

長
卿
伝
」
が
「
雕
蟲
篇
」
と
と
も
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
徐
長
卿

伝
」
の
位
置
付
け
を
示
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
で
は
、「
徐
長
卿

伝
」
と
は
ど
う
い
う
作
品
で
あ
る
の
か
。

　

三
　
「
徐
長
卿
伝
」
は
、
徐
長
卿
と
い
う
名
の
青
年
の
物
語
で
あ
る
。
医
者

で
あ
っ
た
父
を
同
業
者
の
鈎こ

う

吻ふ
ん

に
殺
さ
れ
、
次
い
で
母
を
洪
水
で
亡
く
し

た
徐
長
卿
が
、
父
の
仇
・
鈎
吻
ら
に
よ
る
反
乱
を
鎮
圧
し
、
山
に
入
っ
て

仙
人
と
な
る
ま
で
を
描
く
。
冒
頭
に
短
い
序
文
が
あ
り
、
本
編
執
筆
の
い

き
さ
つ
と
、
簡
単
な
注
意
書
き
が
付
さ
れ
、
末
尾
に
は
「
論
に
曰
く
」
と

し
て
、
一
篇
の
総
括
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
文
は
内
容
に
よ
っ
て
五
つ

の
段
落
に
分
け
ら
れ
る
。

序
文　

：
執
筆
の
経
緯

第
一
段
：
徐
長
卿
の
生
い
立
ち

第
二
段
：
父
の
死

第
三
段
：
母
の
死
と
仇
討
ち
の
決
意

第
四
段
：
賊
の
討
伐
軍
に
参
加

第
五
段
：
戦
闘
の
様
子
と
賊
の
鎮
圧

第
六
段
：
後
日
談

後
書
き
：
物
語
の
総
括

　
「
徐
長
卿
伝
」
の
原
文
、
読
み
下
し
文
、
現
代
語
訳
及
び
薬
草
名
の
解

説
を
次
に
掲
げ
る
。（
薬
草
名
の
和
名
及
び
解
説
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』

に
よ
っ
た（

（（
（

。）

【
原
文
】

　

近
歳
有
取
薬
名
、
以
作
詩
者
、
余
亦
傚
之
、
戯
擬
作
傳
一
篇
、
以
附
于

笑
語
之
後
、
字
之
左
側
朱
畫
者
薬
名
也　

其
重
出
者
不
復
朱
畫

【
読
み
下
し
】

　

近
歳
薬
名
を
取
り
、
以
て
詩
を
作
る
者
有
り
、
余
も
亦
た
之
に
傚
ひ
、

戯
れ
に
擬
し
て
傳
一
篇
を
作
り
、
以
て
笑
語
の
後
に
附
さ
ん
と
す
。
字
の

左
側
に
朱
畫
せ
る
者
は
薬
名
也
。
其
の
重
ね
て
出
づ
る
者
は
朱
畫
を
復

ふ
た
た
び

せ
ず
。

【
訳
】

　

最
近
、
薬
草
の
名
を
使
っ
て
詩
を
作
る
者
が
あ
っ
た
。
私
も
ま
た
そ
の

例
に
な
ら
い
、
戯
れ
に
伝
を
一
篇
作
り
、
笑
い
話
に
で
も
し
よ
う
と
思

う
。
字
の
左
側
に
朱
書
き
し
て
あ
る
も
の
は
薬
草
名
で
あ
る
。（
重
複
し

て
出
現
す
る
も
の
に
は
朱
書
き
を
省
く
。）

徐
長
卿
伝

【
原
文
】
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徐
長
卿
⑴
、
字
杜
仲
⑵
、
瑣
陽
⑶
商
陸
⑷
人
、
其
先
出
於
防
風
⑸
氏
、
父

名
三
稜
⑹
以
善
醫
、
仕
于
常
山
⑺
太
守
、
母
丁
香
⑻
、
夢
見
一
人
操
巴
戟

⑼
乗
紫
河
車
⑽
濟
上
池
水
、
有
娠
生
長
卿
、
有
白
頭
翁
⑾
、
相
長
卿
曰
、

是
児
眼
如
龍
珠
⑿
面
如
大
棗
⒀
背
有
黒
子
、
三
七
⒁
成
列
、
少
壮
必
有
厄
、

晩
年
莫
不
吉
利
⒂
、
及
長
好
學
有
遠
志
⒃
、
受
業
於
黄
精
⒄
先
生
、
旁
學

兵
法
、

【
読
み
下
し
】

　

徐
長
卿
、
字
は
杜
仲
、
瑣
陽
・
商
陸
の
人
な
り
。
其
の
先
は
防
風
氏
よ

り
出
づ
。
父
の
名
は
三
稜
、
醫
を
善
く
す
る
を
以
て
、
常
山
太
守
に
仕

ふ
。
母
は
丁
香
、
夢
に
一
人
巴
戟
を
操
り
紫
河
車
に
乗
り
、
池
水
を
濟
上

す
る
を
見
て
、
娠
有
り
て
長
卿
を
生
む
。
白
頭
の
翁
有
り
、
長
卿
を
相み

て

曰
く
、
是
の
児
眼
は
龍
珠
の
如
く
面
は
大
棗
の
如
し
、
背
に
黒
子
有
り
、

三
七
列
を
成
す
は
、
少
壮
に
必
ず
厄
有
り
、
晩
年
吉
利
な
ら
ざ
る
は
莫

し
、
と
。
長
ず
る
に
及
び
學
を
好
み
遠
志
有
り
、
業
を
黄
精
先
生
に
受

け
、
旁
ら
兵
法
を
學
ぶ
。

【
訳
】

　

徐
長
卿
は
字
を
杜
仲
と
い
う
。
瑣
陽
・
商
陸
の
人
で
、
先
祖
は
防
風
氏

の
出
で
あ
る
。
父
の
名
は
三
稜
と
言
い
、
優
れ
た
医
術
で
常
山
太
守
に
仕

え
た
。
母
の
丁
香
は
、
巴
戟
を
操
り
、
紫
河
車
に
乗
っ
て
川
を
渡
る
夢
を

見
て
妊
娠
し
、
長
卿
を
生
ん
だ
。
白
髪
の
老
人
が
長
卿
の
人
相
を
見
て
こ

う
言
っ
た
。「
こ
の
子
の
目
は
龍
の
目
玉
の
よ
う
だ
し
、
顔
は
大
き
な
棗

の
よ
う
に
丸
い
。
背
に
黒ほ

く
ろ子
が
三
つ
、
七
つ
と
並
ん
で
い
る
。
若
い
こ
ろ

必
ず
災
厄
に
遭
う
が
、
晩
年
大
吉
間
違
い
な
し
じ
ゃ
」
と
。
長
卿
は
成
長

す
る
と
学
問
を
好
み
、
大
き
な
志
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
黄
精
先
生
に

就
い
て
学
問
を
修
め
、
そ
の
傍
ら
兵
法
を
学
ん
だ
。

【
薬
草
名
】

⑴　

徐
長
卿
：
ス
ズ
サ
イ
コ
。『
和
漢
三
才
図
会
』
に
、「
徐
長
卿
と
は
人

名
で
あ
る
．
い
つ
も
こ
の
薬
で
邪
病
を
治
し
て
い
た
の
で
遂
に
名
と
な

っ
た
」
と
あ
る
。『
本
草
綱
目
』
で
は
、「
鬼
物
・
疫
疾
・
温
瘧
を
治

す
」
と
さ
れ
る
。
別
名
を
「
鬼
督
郵
」
と
い
う
の
は
、
鬼
病
（
神
経
作

乱
）
を
治
す
こ
と
か
ら
。

⑵　

杜
仲
：
ト
チ
ュ
ウ
。『
和
漢
三
才
図
会
』
に
、「
む
か
し
、
杜
仲
と
い

う
人
が
こ
れ
を
服
用
し
て
仙
道
を
会
得
し
た
。
よ
っ
て
こ
う
名
づ
け

る
」
と
あ
る
。

⑶　

瑣
陽
：
薬
草
名
は
「
鎖
陽
」。
オ
シ
ャ
ク
ジ
タ
ケ
。

⑷　

商
陸
：
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
。

⑸　

防
風
：
ボ
ウ
フ
ウ
。
こ
こ
で
は
薬
草
名
の
ほ
か
に
、
古
代
伝
説
中
の

部
族
「
防
風
氏
」
に
な
ぞ
ら
え
る
。『
国
語
』「
魯
語
」
に
、「
禹
が
諸

侯
を
集
め
た
際
、
遅
刻
し
た
た
め
殺
さ
れ
た
」
と
あ
る
。

⑹　

三
稜
：
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ
。

⑺　

常
山
：
ジ
ョ
ウ
ザ
ン
ア
ジ
サ
イ
。
ま
た
、
山
の
名
（
恒
山
。
五
岳
の

一
つ
、
北
岳
．
漢
の
武
帝
の
諱
を
避
け
て
「
常
山
」
と
も
い
う
）
に
か

け
る
。
恒
山
は
古
代
帝
王
の
巡
狩
の
地
と
さ
れ
る
。

⑻　

丁
香
：
丁
子
。
丁
子
に
は
雌
雄
の
別
が
あ
り
、
雌
を
「
母ぼ

丁て
い

香こ
う

」
と



中井蕉園の「徐長卿伝」について

— 99 —

い
う
。
こ
こ
で
は
「
母
」
に
か
け
る
。

⑼　

巴
戟
：
ハ
ゲ
キ
テ
ン
。

⑽　

紫
河
車
：
ヒ
ト
の
胎
盤
。
プ
ラ
セ
ン
タ
。
こ
こ
で
は
「
妊
娠
」
を
暗

示
す
る
。

⑾　

白
頭
翁
：
ヒ
ロ
ハ
オ
キ
ナ
グ
サ
。

⑿　

龍
珠
：
ハ
ダ
カ
ホ
オ
ズ
キ
。『
本
草
綱
目
』
に
、「
こ
れ
を
服
す
れ
ば

白
髪
を
変
じ
て
黒
く
し
、
老
衰
を
防
ぐ
」
と
あ
る
。

⒀　

大
棗
：
ク
ロ
ウ
メ
モ
ド
キ
ナ
ツ
メ
の
果
実
。

⒁　

三
七
：
ヤ
マ
ウ
ル
シ
。
山さ

ん

漆し
つ

。『
本
草
綱
目
』
に
、「
そ
の
葉
が
左
に

三
枚
、
右
に
四
枚
つ
い
て
い
る
の
で
三
七
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
恐
ら

く
そ
う
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。

⒂　

吉
利
：
吉
利
草
。
和
名
不
詳
。『
本
草
綱
目
』
に
、「
蠱
毒
を
解
す
る

の
に
霊
験
が
あ
る
」
と
あ
る
。

⒃　

遠
志
：
イ
ト
ヒ
メ
ハ
ギ
。

⒄　

黄
精
：
ナ
ル
コ
ユ
リ
。『
和
漢
三
才
図
会
』
に
『
博
物
志
』
の
黄
帝

と
天
老
の
問
答
を
引
い
て
、
黄
精
を
食
べ
る
と
長
生
き
す
る
と
あ
る
。

徐
長
卿
の
師
が
老
人
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
。

【
原
文
】

　

三
稜
後
以
年
老
致
仕
、
歸
商
陸
、
遠
近
請
治
者
益
衆
、
三
稜
又
有
巧

思
、
創
意
製
龍
骨
⒅
車
、
邑
人
皆
便
之
、
商
陸
舊
有
鈎
吻
⒆
者
、
業
醫
、

自
誇
以
為
無
及
巳
⒇
、
比
三
稜
自
常
山
歸
来
也
、
業
日
衰
廃
、
又
以
其
製

水
車
之
故
、
邑
人
愛
戴
之
也
、
不
勝
其
憤
、
誘
三
稜
殺
之
、
滅
跡
出
奔
、

長
卿
痛
恨
無
地
、
然
以
母
病
故
、
不
得
追
覓
焉
、

【
読
み
下
し
】

　

三
稜
後
に
年
老
を
以
て
致
仕
し
、
商
陸
に
歸
る
。
遠
近
の
治
を
請
ふ
者

益
ま
す
衆お

ほ

し
。
三
稜
に
又
巧
思
有
り
、
創
意
し
て
龍
骨
車
を
製
り
、
邑
人

皆
之
を
便
と
す
。
商
陸
に
舊も

と

鈎
吻
な
る
者
有
り
、
醫
を
業
と
す
。
自
ら
誇

り
以お

も

為へ

ら
く
巳
に
及
ぶ
も
の
無
し
と
。
三
稜
の
常
山
自
り
歸
来
す
る
に
比お

よ

ぶ
や
、
業
日
に
衰
廃
す
。
又
其
の
水
車
を
製
す
る
の
故
を
以
て
、
邑
人
之

を
愛
戴
す
る
や
、
其
の
憤
に
勝
へ
ず
、
三
稜
を
誘

か
ど
わ
かし

て
之
を
殺
し
、
跡

を
滅
し
て
出
奔
す
。
長
卿
痛
恨
し
て
地
無
し
。
然
る
に
母
の
病
の
故
を
以

っ
て
、
追
覓
す
る
を
得
ざ
る
な
り
。

【
訳
】

　

三
陵
は
後
に
年
老
い
た
こ
と
を
理
由
に
職
を
辞
し
、
故
郷
の
商
陸
に
帰

っ
た
。
故
郷
に
帰
る
と
診
療
を
願
う
人
々
が
遠
近
を
問
わ
ず
や
っ
て
来

て
、
そ
の
数
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
た
。
三
陵
は
ま
た
ア
イ
デ
ア
マ
ン

で
も
あ
っ
た
。
創
意
工
夫
し
て
水
車
を
造
り
、
村
人
に
役
立
て
た
。
さ

て
、
商
陸
に
は
も
と
も
と
鉤
吻
と
い
う
者
が
い
て
、
や
は
り
医
者
を
生
業

と
し
て
い
た
。
鉤
吻
は
、
医
療
に
か
け
て
は
自
分
に
及
ぶ
者
は
無
い
と
自

負
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
三
陵
が
常
山
の
職
を
辞
し
て
商
陸
に
帰
っ
て
来

る
と
、
人
々
は
み
な
三
陵
の
所
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
日
に
日
に

来
院
者
が
減
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
三
陵
が
水
車
を
造
っ
た
た
め
に
村
人

か
ら
敬
愛
さ
れ
る
と
、
怒
り
心
頭
に
発
し
て
三
陵
を
誘
拐
し
て
殺
し
、
証
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拠
を
隠
滅
し
て
逃
走
し
た
。
長
卿
は
無
念
極
ま
り
な
か
っ
た
が
、
母
の
病

気
の
た
め
に
鉤
吻
を
追
跡
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

【
薬
草
名
】

⒅　

龍
骨
：
大
型
哺
乳
動
物
の
化
石
。
ま
た
、
龍
骨
車
は
水
車
の
別
名
。

⒆　

鈎
吻
：
野や

葛か
つ

。
胡
蔓
藤
（
中
国
南
部
に
分
布
す
る
植
物
）
の
根
。
若

芽
は
劇
毒
が
あ
る
。
⒄
黄
精
の
項
に
引
い
た
『
博
物
志
』
に
は
、
黄
精

に
対
す
る
も
の
と
し
て
鈎
吻
を
挙
げ
、「
食
べ
る
と
た
ち
ど
こ
ろ
に
死

ぬ
」
と
い
う
。

⒇　

及
巳
：
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
。

�　

天
麻
：
オ
ニ
ノ
ヤ
ガ
ラ
。
赤せ

き
せ
ん箭

と
も
い
う
。

【
原
文
】

　

天
麻
�
中
、
連
日
大
雨
如
覆
盆
�
、
江
流
汎
濫
、
中
夜
水
暴
至
、
漂
没

其
屋
、
長
卿
驟
起
、
視
母
則
無
矣
、
仰
天
嘆
曰
、
噫
天
何
使
君
子
�
至
於

斯
極
乎
、
適
遭
蘇
木
�
流
来
、
乃
附
此
達
岸
、
得
以
獨
活
�
矣
、
然
知
母

�
溺
死
、
悲
惋
弗
巳
、
権
寓
密
陀
僧
�
寺
月
餘
、
一
日
閲
天
南
星
�
志
、

得
胡
黄
連
�
復
父
讐
之
事
、
慨
然
奮
曰
、
母
之
死
天
也
、
悔
之
何
益
、
父

之
讐
其
可
忘
乎
、
遂
去
覓
鈎
吻
、

【
読
み
下
し
】

　

天
麻
中
、
連
日
の
大
雨
盆
を
覆
す
が
如
し
。
江
流
汎
濫
し
て
、
中
夜
水

暴に
わ

か
に
至
り
、
其
の
屋
を
漂
没
す
。
長
卿
驟に

わ
か
に
起
き
て
、
母
を
視
れ
ば

則
ち
無
し
。
天
を
仰
ぎ
嘆
じ
て
曰
く
、
噫あ

あ

天
何
ぞ
君
子
を
し
て
斯
の
極
に

至
ら
し
め
ん
か
、
と
。
適た
ま

た
ま
蘇
木
の
流
れ
来
た
る
に
遭
ひ
、
乃
ち
此
れ

に
附
し
て
岸
に
達
し
、
以
て
獨
り
活
く
る
を
得
た
り
。
然
れ
ど
も
母
の
溺

死
を
知
り
、
悲
惋
し
て
巳
ま
ず
。
権か

り

に
密
陀
僧
の
寺
に
寓
す
る
こ
と
月

餘
、
一
日
天
南
星
の
志
を
閲
て
、
胡
黄
連
の
父
の
讐
を
復
す
る
の
事
を

得
。
慨
然
し
て
奮
ひ
て
曰
く
、
母
の
死
は
天
也
、
之
を
悔
ひ
て
何
の
益
か

あ
ら
ん
、
父
の
讐
は
其
れ
忘
る
可
き
か
、
と
。
遂
に
去
り
て
鈎
吻
を
覓

む
。

【
訳
】

　

天
麻
年
間
に
、
連
日
滝
の
よ
う
な
大
雨
が
降
っ
た
。
川
は
氾
濫
し
、
夜

中
に
突
然
濁
流
が
押
し
寄
せ
、
徐
長
卿
の
家
を
呑
み
こ
ん
だ
。
長
卿
は
跳

ね
起
き
て
母
を
捜
し
た
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
長
卿
は
天
を
仰
い
で
、

「
あ
あ
、
天
は
ど
う
し
て
立
派
な
男
を
打
ち
の
め
す
の
か
」
と
嘆
い
た
。

そ
こ
へ
偶
然
、
木
が
流
れ
て
き
た
の
で
、
そ
れ
に
つ
か
ま
っ
て
川
岸
に
た

ど
り
着
き
、
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
。
母
が
溺
れ
死
ん
だ
こ
と
を
知

っ
た
長
卿
は
嘆
き
悲
し
ん
で
や
ま
な
か
っ
た
。
密
陀
僧
の
寺
に
寓
居
す
る

こ
と
ひ
と
月
余
り
、
長
卿
は
あ
る
日
、
天
南
星
を
観
察
し
て
、
胡
黄
連
が

父
の
仇
を
討
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
長
卿
は
心
を
奮
い
立
た
せ
て
言
っ

た
。「
母
の
死
は
天
命
な
の
だ
か
ら
、
悔
や
ん
で
も
何
の
役
に
も
立
た
な

い
。
し
か
し
、
父
の
仇
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
」
と
。
そ
こ
で
寺
を

去
り
、
鉤
吻
を
求
め
て
旅
立
っ
た
。

【
薬
草
名
】

�　

使
君
子
：
シ
ク
ン
シ
。
こ
こ
で
は
「
君
子
を
し
て
…
し
む
」
の
形
で
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使
わ
れ
る
。

�　

蘇
木
：
蘇
芳
木
。
ス
オ
ウ
。
こ
こ
で
は
「
蘇
生
」
に
か
け
る
か
。

�　

獨
活
：
ウ
ド
。「
独
り
活
き
の
び
る
」
意
に
用
い
ら
れ
る
。

�　

知
母
：
ハ
ナ
ス
ゲ
。「
母
の
…
を
知
る
」
の
意
。

�　

密
陀
僧
：
ミ
ツ
ダ
ソ
ウ
。

�　

天
南
星
：
マ
イ
ズ
ル
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
。

�　

胡
黄
連
：
コ
オ
ウ
レ
ン
。

【
原
文
】

　

會
黎
蘆
�
烏
賊
�
胡
蔓
�
、
聚
黨
数
千
、
作
乱
陥
伏
霊
�
城
、
以
据
焉
、

朝
廷
将
巴
豆
�
徃
討
之
、
賊
崛
強
不
能
下
、
乃
使
獨
用
将
軍
�
柴
胡
�
代

之
、
道
出
蒲
黄
�
、
長
卿
時
在
蒲
黄
、
聞
胡
蔓
即
鈎
吻
也
、
鈎
吻
一
名
胡

蔓　

拜
伏
於
其
車
前
�
、
告
以
其
情
、
請
自
效
焉
、
胡
見
其
状
貌
雄
偉
、

異
之
、
乃
輿
偕
焉
、

【
読
み
下
し
】

　

會
た
ま
た
ま

黎
蘆
、
烏
賊
，
胡
蔓
、
黨
を
聚
む
る
こ
と
数
千
、
乱
を
作お

こ

し
て
伏

霊
城
を
陥
し
、
以
て
据い

す
わ

る
。
朝
廷
巴
豆
を
将
と
し
、
徃
き
之
を
討
た
し

む
。
賊
崛
強
に
し
て
下
す
こ
と
能
は
ず
。
乃
ち
獨
用
将
軍
柴
胡
を
し
て
之

に
代
は
ら
し
め
、
道
蒲
黄
に
出
づ
。
長
卿
時
に
蒲
黄
に
在
り
、
胡
蔓
即
ち

鈎
吻
を
聞
く
や
（
鈎
吻
は
一
名
胡
蔓
な
り
）、
其
の
車
前
に
拜
伏
し
て
、

告
ぐ
る
に
其
の
情
を
以
て
し
、
自
ら
效
す
る
を
請
ふ
な
り
。
胡
其
の
状
貌

の
雄
偉
な
る
を
見
て
、
之
を
異
と
し
、
乃
ち
輿の

せ
て
偕
に
す
る
な
り
、

【
訳
】

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
黎
蘆
・
烏
賊
・
胡
蔓
の
三
人
が
徒
党
を
組
ん
で
数

千
人
を
集
め
、
反
乱
を
起
こ
し
て
、
伏
霊
城
を
攻
略
し
て
立
て
籠
も
っ

た
。
朝
廷
は
巴
豆
を
将
軍
と
し
て
派
遣
し
、
反
乱
軍
を
討
伐
し
よ
う
と
し

た
が
、
賊
は
頑
強
で
打
ち
滅
ぼ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
代

わ
っ
て
独
用
将
軍
の
柴
胡
が
遣
わ
さ
れ
た
。
柴
胡
は
行
軍
の
道
中
、
蒲
黄

を
通
り
か
か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
長
卿
は
蒲
黄
に
い
て
、
胡
蔓
は

即
ち
鉤
吻
で
あ
る
と
聞
く
や
（
鈎
吻
は
一
名
胡
蔓
）、
柴
胡
将
軍
の
車
の

前
に
跪
き
、
身
の
上
を
打
ち
明
け
て
、
是
非
と
も
胡
蔓
討
伐
に
加
わ
り
た

い
と
願
い
出
た
。
柴
胡
将
軍
は
長
卿
の
顔
立
ち
が
立
派
で
あ
る
の
を
見
て

優
れ
た
人
物
に
違
い
な
い
と
思
い
、
車
に
乗
せ
て
行
を
共
に
し
た
。

【
薬
草
名
】

�　

黎
蘆
：
リ
ロ
。
エ
ビ
ネ

�　

烏
賊
：
イ
カ
。

�　

胡
蔓
：
鈎
吻
の
別
名
。

�　

伏
霊
：
ブ
ク
リ
ョ
ウ
。『
本
草
綱
目
』
に
『
仙
経
』
を
引
き
、「
こ
ぶ

し
ほ
ど
の
大
き
さ
の
も
の
を
身
に
帯
び
れ
ば
百
鬼
を
滅
ぼ
す
」
と
あ

る
。
こ
こ
で
は
「
鬼
霊
伏
す
る
（
賊
が
立
て
籠
も
る
）」
に
か
け
る
。

�　

巴
豆
：
ハ
ズ
。
巴
蜀
に
産
す
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
猛
毒
が
あ

る
。

�　

獨
用
将
軍
：
和
名
不
詳
。『
本
草
綱
目
』
に
、「
毒
を
解
し
悪
血
を
破

る
」
と
あ
る
。
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�　

柴
胡
：
サ
イ
コ
。

�　

蒲
黄
：
ガ
マ
の
花
粉
。

�　

車
前
：
オ
オ
バ
コ
。
こ
こ
で
は
「
車
の
前
」
に
か
け
る
。

【
原
文
】

　

既
至
則
胡
自
門
于
天
門
�
、
長
卿
與
衆
士
門
于
麥
門
�
、
相
持
経
日
、

長
卿
請
焉
曰
、
願
假
我
兵
一
萬
、
則
不
出
三
日
、
當
平
賊
、
胡
許
之
、
長

卿
欲
激
士
心
、
陽
為
箭
書
、
射
於
城
上
、
其
略
曰
、
方
今
聖
天
子
、
徳
澤

瀉
�
于
四
海
、
與
民
安
息
�
、
辛
夷
�
緑
礬
�
莫
不
来
服
�
、
来
服
或
作
莱

服
即
雛
菊
子
也　

汝
烏
賊
敢
擾
化
作
逆
、
嬰
孤
城
以
抗
吾
大
師
、
雖
有
龍

眼
�
酸
棗
�
之
智
、
甘
遂
�
青
礞
�
之
勇
、
安
能
得
保
哉
、
汝
其
熟
慮
、

當
歸
�
順
、
以
圖
後
策
、
不
然
吾
有
大
戟
�
之
利
如
皀
角
刺
�
、
以
加
女

頸
耳
、
胡
蔓
視
書
怒
曰
、
乳
香
�
書
生
、
何
敢
無
礼
之
甚
、
裂
書
投
於
城

外
、
號
曰
、
必
使
烏
頭
�
白
芫
花
�
黒
乃
有
降
而
巳
、
官
軍
聞
之
、
皆
瞋

目
、
闘
志
五
倍
�
於
前
、
於
是
長
卿
身
援
桴
鼓
、
冒
矢
石
急
進
攻
之
、
日

夜
不
息
、
故
緩
其
一
面
、
城
中
赤
箭
�
已
盡
、
禹
餘
糧
�
又
匱
、
胡
蔓
自

度
不
能
防
已
�
與
数
百
騎
、
夜
棄
城
脱
走
、
至
大
黄
�
坂
、
又
遇
覆
敗
、

長
卿
邀
撃
斬
胡
蔓
首
、
賊
殲
、

【
読
み
下
し
】

　

既
に
し
て
至
れ
ば
則
ち
胡
は
自
ら
天
門
に
門
し
、
長
卿
は
衆
士
と
麥
門

に
門
す
。
相
持
し
て
日
を
経
て
、
長
卿
請
ひ
て
曰
く
、
願
く
は
我
に
兵
一

萬
を
假
さ
ば
、
則
ち
三
日
を
出
で
ず
し
て
、
當
に
賊
を
平
ぐ
べ
し
、
と
。

胡
之
を
許
す
。
長
卿
士
心
を
激
さ
ん
と
欲
し
て
、
陽い

つ
わり

て
箭
書
を
為
し
、

城
上
に
射
る
。
其
れ
略ほ

ぼ

曰
く
、
方
今
の
聖
天
子
、
徳
澤
は
四
海
に
瀉そ

そ

ぎ
、

民
に
安
息
を
與あ

た

え
、
辛
夷
、
緑
礬
の
来
服
せ
ざ
る
は
莫
し
（
来
服
或
ひ
は

萊
服
に
作
る
、
即
ち
雛
菊
子
也
）。
汝
烏
賊
は
敢
て
化
を
擾み

だ

し
逆
を
作

し
、
孤
城
に
嬰こ

も

り
以
て
吾
が
大
師
に
抗
ふ
。
龍
眼
，
酸
棗
の
智
、
甘
遂
、

青
礞
の
勇
有
り
と
雖
も
、
安
ぞ
能
く
保
つ
を
得
ん
や
。
汝
其
れ
熟
慮
し

て
、
當
に
歸
順
し
、
以
て
後
策
を
圖
る
べ
し
。
然
ら
ざ
れ
ば
吾
に
大
戟
の

利
、
皀
角
刺
の
如
き
も
の
有
り
て
、
以
て
女
の
頸
に
加
へ
ん
の
み
、
と
。

胡
蔓
書
を
視
て
怒
り
て
曰
く
、
乳
香
の
書
生
、
何
ぞ
敢
て
無
礼
の
甚
し
き

か
、
と
。
書
を
裂
い
て
城
外
に
投
じ
、
號
し
て
曰
く
、
必
ず
烏
頭
を
し
て

白
か
ら
し
め
芫
花
を
黒
か
ら
し
め
ん
、
乃
ち
降
す
有
る
の
み
、
と
。
官
軍

之
を
聞
き
、
皆
目
を
瞋
ら
し
、
闘
志
前
よ
り
五
倍
す
。
是
に
於
て
長
卿

身み
ず
か

ら
桴
鼓
を
援と

り
、
矢
石
を
冒
し
急
進
し
て
之
を
攻
め
、
日
夜
息
ま
ざ

る
も
、
故

こ
と
さ
らに

其
の
一
面
を
緩ゆ

る

く
す
。
城
中
赤
箭
已
に
盡
き
、
禹
餘
糧
も

又
匱か

く
。
胡
蔓
自
ら
防
巳
す
る
能
は
ざ
る
を
度
り
、
数
百
騎
と
與
に
、
夜

城
を
棄
て
て
脱
走
し
、
大
黄
坂
に
至
り
、
又
覆
敗
に
遇
う
。
長
卿
邀よ

う
げ
き撃
し

て
胡
蔓
の
首
を
斬
り
、
賊
殲つ

く
。

【
訳
】

　

賊
が
立
て
籠
も
っ
て
い
る
伏
霊
城
に
到
着
す
る
と
、
柴
胡
将
軍
は
天
門

に
陣
を
構
え
、
長
卿
は
大
勢
の
兵
士
と
と
も
に
麦
門
に
陣
営
し
た
。
双
方

に
ら
み
合
い
を
続
け
る
こ
と
数
日
、
長
卿
は
柴
胡
将
軍
に
、「
ど
う
か
私

に
一
万
の
兵
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
三
日
も
た
た
ぬ
間
に
賊
を
掃
討
し
て
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み
せ
ま
す
」
と
願
い
出
た
。
柴
胡
将
軍
は
こ
の
願
い
を
許
可
し
た
。
長
卿

は
兵
士
の
心
を
鼓
舞
し
よ
う
と
、
わ
ざ
と
矢
文
を
作
り
、
城
の
中
に
放
っ

た
。
そ
の
内
容
は
だ
い
た
い
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
今
の
聖
天

子
は
、
そ
の
徳
は
世
界
の
隅
々
に
ま
で
わ
た
っ
て
い
る
。
民
衆
は
安
穏
に

暮
し
、
辛
夷
・
緑
礬
な
ど
の
異
民
族
も
、
来
朝
し
て
服
従
し
な
い
者
は
い

な
い
。（「
来
服
」
は
、「
萊
服
」
と
も
書
く
。
雛
菊
の
こ
と
で
あ
る
。）
お

前
た
ち
烏
合
の
賊
ど
も
は
敢
て
天
子
の
恵
み
深
い
世
の
中
を
乱
し
て
反
逆

し
、
城
に
立
て
籠
も
っ
て
我
が
軍
に
抵
抗
し
て
い
る
。
龍
眼
・
酸
棗
の
よ

う
な
智
謀
や
、
甘
遂
・
青
礞
の
よ
う
な
勇
猛
さ
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
ど

う
し
て
そ
の
身
を
保
つ
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
お
前
た
ち
、
よ
く
よ
く
考

え
て
み
る
こ
と
だ
、
朝
廷
に
帰
順
し
て
、
今
後
の
こ
と
を
図
っ
た
方
が
身

の
た
め
だ
ぞ
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
私
に
は
皀
角
刺
と
い
う
優
れ
た
武
器

が
あ
る
。
そ
れ
で
お
前
の
首
を
ち
ょ
ん
切
っ
て
や
る
ぞ
」
と
。
胡
蔓
は
そ

の
文
書
を
読
む
と
激
怒
し
て
「
青
二
才
の
若
造
め
、
無
礼
千
万
」
と
言

い
、
文
書
を
引
裂
く
と
城
の
外
に
投
げ
捨
て
、「
必
ず
や
黒
白
を
引
っ
く

り
返
し
て
、
打
ち
の
め
し
て
や
る
」
と
怒
鳴
っ
た
。
官
軍
の
兵
士
は
そ
れ

を
聞
く
と
み
な
目
を
怒
ら
せ
、
以
前
に
比
べ
て
五
倍
も
闘
志
を
燃
え
上
が

ら
せ
た
。
そ
こ
で
徐
長
卿
は
自
ら
陣
太
鼓
を
持
つ
と
、
弓
矢
・
投
石
を
も

の
と
も
せ
ず
、
昼
夜
を
措
か
ず
城
を
猛
攻
し
た
。
し
か
し
、
わ
ざ
と
一
方

向
だ
け
は
攻
撃
の
手
を
緩
め
て
お
い
た
。
城
の
中
で
は
、
刀
折
れ
矢
尽

き
、
兵
糧
も
底
を
つ
い
た
。
胡
蔓
は
防
戦
し
き
れ
な
い
と
分
か
る
と
、
も

は
や
こ
れ
ま
で
と
数
百
騎
（
の
残
党
）
を
従
え
、
夜
城
を
捨
て
て
逃
走
し

た
が
、
大
黄
坂
で
ま
た
大
敗
を
喫
し
た
。
長
卿
は
こ
れ
を
迎
え
撃
ち
、
胡

蔓
の
首
級
を
挙
げ
て
賊
を
殲
滅
し
た
。

【
薬
草
名
】

�　

天
門
：
天
門
冬
。
ク
サ
ス
ギ
カ
ズ
ラ
。

�　

麥
門
：
麦
門
冬
。
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
。

�　

澤
瀉
：
サ
ジ
オ
モ
ダ
カ
。

�　

安
息
：
ア
ン
ソ
ク
コ
ウ
ノ
キ
の
樹
脂
。

�　

辛
夷
：
モ
ク
レ
ン
。

�　

緑
礬
：
ロ
ウ
ハ
。

�　

来
服
：
本
文
の
自
注
に
「
来
服
或
ひ
は
萊
服
に
作
る
、
即
ち
雛
菊
子

也
」
と
あ
る
が
、「
萊
服
」
は
ダ
イ
コ
ン
の
こ
と
。

�　

龍
眼
：
リ
ュ
ウ
ガ
ン
。

�　

酸
棗
：
サ
ネ
ブ
ト
ナ
ツ
メ
。

�　

甘
遂
：
カ
ン
ズ
イ
。

�　

青
礞
：
礞
石
。

�　

當
歸
：
ト
ウ
キ
。「
ま
さ
に
帰
す
」
の
意
を
か
け
る
。

�　

大
戟
：
タ
カ
ト
ウ
ダ
イ
。『
本
草
綱
目
』「
集
解
」
に
「
別
録
に
曰

く
」
と
し
て
、「
大
戟
は
常
山
に
生
じ
る
」
と
あ
る
。「
常
山
」
は
注

⑺
を
参
照
。

�　

皀
角
刺
：
ト
ウ
サ
イ
カ
チ
の
刺
。
虫
を
殺
す
効
能
が
あ
る
と
さ
れ

る
。

�　

乳
香
：
香
料
の
名
。
こ
こ
で
は
、「
乳
臭
い
」（
青
二
才
）
の
意
。
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�　

烏
頭
：
ウ
ズ
。
カ
ラ
ト
リ
カ
ブ
ト
。
こ
こ
で
は
烏
が
黒
い
こ
と
に
か

け
る
。

�　

芫
花
：
フ
ジ
モ
ド
キ
の
つ
ぼ
み
。
花
に
は
白
、
赤
、
紫
が
あ
る
。

�　

五
倍
：
ゴ
バ
イ
シ
。

�　

赤
箭
：
オ
ニ
ノ
ヤ
ガ
ラ
。（
注
�
「
天
麻
」
を
参
照
。）
こ
こ
で
は

「
箭
」
を
「
矢
」
に
か
け
る
。

�　

禹
餘
糧
：
イ
シ
ダ
ン
ゴ
。
こ
こ
で
は
「
餘
糧
」
を
「
残
っ
て
い
る
糧

食
」
の
意
と
す
る
。

�　

防
巳
：
オ
オ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
の
根
。「
己
を
防
ぐ
」
意
。

�　

大
黄
：
ダ
イ
オ
ウ
。
瘀
血
を
下
す
効
能
を
、
禍
乱
を
鎮
め
て
太
平
を

も
た
ら
す
こ
と
に
か
け
て
「
将
軍
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

【
原
文
】

　

朝
廷
大
賞
胡
之
功
、
益
封
丹
参
�
郡
、
既
而
胡
欲
薦
長
卿
於
朝
、
長
卿

不
可
、
曰
、
藉
君
之
力
、
得
以
復
讎
、
臣
之
願
足
矣
、
去
入
石
膏
�
山
、

威
霊
仙
人
�
見
之
喜
曰
、
我
預
知
子
�
之
来
也
、
長
卿
遂
従
之
遊
、
受
辟

穀
術
、
自
稱
蔓
荊
子
�
、
不
知
所
終
、
後
数
十
年
、
劉
寄
奴
�
起
零
陵
�

之
歳
、
有
人
見
其
牽
牛
�
過
阿
魏
�
之
市
云
、
此
時
天
下
有
九
仙
子
�
、

長
卿
其
一
也
、

【
読
み
下
し
】

　

朝
廷
大
い
に
胡
の
功
を
賞
し
、
丹
参
郡
を
益
封
す
。
既
に
し
て
胡
、
長

卿
を
朝
に
薦
め
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
長
卿
可き

か
ず
し
て
、
曰
く
、
君
の
力

を
藉
り
て
、
以
て
復
讎
す
る
を
得
た
り
、
臣
の
願
い
は
足
れ
り
、
と
。
去

り
て
石
膏
山
に
入
る
。
威
霊
仙
人
之
を
見
て
喜
び
て
曰
く
、
我
預
め
子
の

来
た
る
を
知
れ
り
、
と
。
長
卿
遂
に
之
に
従
ひ
て
遊
び
、
辟
穀
の
術
を
受

け
、
自
ら
蔓
荊
子
と
稱
す
。
終
わ
る
所
を
知
ら
ず
。
後
数
十
年
、
劉
寄
奴

の
零
陵
に
起
つ
の
歳
、
有
る
人
其
の
牛
を
牽
い
て
阿
魏
の
市
を
過
ぎ
る
を

見
る
、
と
云し

か
い

ふ
、
此
の
時
天
下
九
仙
子
有
り
、
長
卿
は
其
の
一
な
り
、

と
。

【
訳
】

　

朝
廷
は
柴
胡
将
軍
の
功
績
を
大
い
に
賞
賛
し
、
丹
参
郡
を
増
封
し
た
。

柴
胡
将
軍
は
徐
長
卿
を
朝
廷
に
推
薦
し
よ
う
と
し
た
が
、
長
卿
は
辞
退
し

て
言
っ
た
。「
将
軍
の
お
力
を
お
借
り
し
て
父
の
仇
を
討
つ
こ
と
が
で

き
、
私
の
願
い
は
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
か
ら
」
と
。

　

長
卿
は
将
軍
の
下
を
去
り
、
石
膏
山
に
入
っ
た
。
威
霊
仙
人
は
長
卿
を

見
る
と
喜
ん
で
、「
わ
し
は
お
前
が
来
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
よ
」
と

言
っ
た
。
長
卿
は
威
霊
仙
人
に
つ
い
て
辟
穀
の
術
を
習
得
し
、
蔓
荊
子
と

号
し
た
。
徐
長
卿
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
、
定
か
で
は
な
い
。
数
十
年

後
、
劉
寄
奴
が
零
陵
で
挙
兵
し
た
年
、
あ
る
人
が
、
徐
長
卿
が
牛
を
引
い

て
阿
魏
の
市
場
を
通
り
か
か
っ
た
の
を
見
た
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
と

き
、
天
下
に
九
人
の
仙
人
が
お
り
、
徐
長
卿
は
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

【
薬
草
名
】

�　

丹
参
：
タ
ン
ジ
ン
。

�　

石
膏
：
セ
ッ
コ
ウ
。
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�　

威
霊
仙
：
ク
ガ
イ
ソ
ウ
。『
本
草
綱
目
』
に
、
性
質
が
激
し
い
の
で

「
威
」
と
い
い
、
効
力
が
す
ば
ら
し
い
の
で
「
霊
仙
」
と
い
う
、
と
あ

る
。

�　

預
知
子
：
ヨ
チ
シ
。『
本
草
綱
目
』
に
、
危
険
を
予
知
す
る
の
で
こ

の
名
が
あ
る
、
と
い
う
。

�　

蔓
荊
子
：
ハ
マ
ゴ
ウ
。『
本
草
綱
目
』
に
、
久
し
く
服
す
れ
ば
身
を

軽
く
し
、
老
い
に
耐
え
る
」
と
あ
る
。
得
道
し
て
仙
人
に
な
っ
た
こ

と
を
示
す
。

�　

劉
寄
奴
：
リ
ュ
ウ
キ
ド
。『
南
史
』「
宋
武
帝
紀
」
に
、
宋
の
高
祖
劉

裕
（
幼
名
は
寄
奴
）
が
若
い
こ
ろ
、
大
蛇
を
射
た
。
翌
日
、
そ
の
場

所
に
行
っ
て
み
る
と
、
青
衣
の
童
子
が
薬
草
を
搗
い
て
い
た
。
劉
裕

が
尋
ね
る
と
、
童
子
は
「
王
様
が
劉
寄
奴
に
傷
つ
け
ら
れ
た
の
で
、

薬
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
答
え
た
。
劉
裕
が
そ
の
薬
草
を
持
ち

か
え
る
と
、
切
り
傷
に
た
い
へ
ん
効
果
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
草
を

「
劉
寄
奴
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
る
。

�　

零
陵
：
零
陵
は
地
名
。（
現
在
の
広
西
省
）。「
零
陵
香
」
は
、
零
陵

に
産
す
る
草
。
古
代
、
お
祓
い
を
す
る
と
き
に
焚
い
た
と
い
う
。「
薫

草
」
の
異
名
が
あ
る
。

�　

牽
牛
：
ア
サ
ガ
オ
。
こ
こ
で
は
「
牛
を
牽
く
」
に
か
け
る
。

�　

阿
魏
：
ア
ギ
。

�　

九
仙
子
：
和
名
不
詳
。
一
本
の
草
に
、
根
が
九
個
連
な
っ
て
生
え
る

こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
九
人
の
仙
人
」
の
意
。

【
原
文
】

　

論
曰
、
巴
豆
柴
胡
等
、
固
有
蠲
邪
悪
驅
毒
気
之
才
能
、
人
望
所
歸
、
而

不
能
制
胡
蔓
、
則
不
特
兇
毒
之
酷
、
其
獷
猂
亦
可
見
矣
、
設
使
當
時
袖
手

観
望
、
恣
其
兇
毒
、
傷
攘
禁
衛
之
地
、
侵
掠
骨
髄
之
疆
、
勢
漸
強
大
、
則

必
将
整
（
＊
）
鬲
先
承
其
惱
亂
、
糧
道
沮
絶
、
府
藏
空
竭
、
瀕
於
危
亡

矣
、
夫
長
卿
之
志
、
未
楽
従
于
刀
圭
之
間
者
、
而
能
夷
滅
彼
之
速
、
何

也
、
豈
其
復
讎
之
念
深
、
而
才
能
又
絶
類
與
、
抑
天
之
未
喪
斯
民
也
、

（
＊
）
こ
の
字
、
不
鮮
明
に
よ
り
正
確
な
字
は
不
明
。
次
の
「
鬲
」
は
古

代
の
釜
で
あ
り
、
文
脈
及
び
字
形
の
似
て
い
る
も
の
か
ら
考
え
、
便
宜
的

に
「
整
」
と
読
ん
だ
。

【
読
み
下
し
】

　

論
に
曰
く
、
巴
豆
・
柴
胡
等
、
固
よ
り
邪
悪
を
蠲の

ぞ

き
毒
気
を
驅
る
の
才

能
有
り
、
人
望
の
歸
す
る
所
な
り
、
而
し
て
胡
蔓
を
制
す
る
能
は
ざ
れ

ば
、
則
ち
特た

だ

兇
毒
の
酷
の
み
な
ら
ず
、
其
の
獷
猂
も
亦
た
見
る
可
き
な

り
。
設も

し
當
時
袖
手
観
望
し
て
、
其
の
兇
毒
を
恣
に
せ
し
め
、
禁
衛
の
地

を
傷
攘
し
、
骨
髄
の
疆
を
侵
掠
し
、
勢
い
漸
く
強
大
な
ら
し
め
ば
、
則
ち

必
ず
将
に
整
鬲
先
ず
其
の
惱
亂
を
承
け
、
糧
道
沮
絶
し
、
府
藏
空
竭
し
、

危
亡
に
瀕
す
る
な
り
。
夫
れ
長
卿
の
志
、
未
だ
刀
圭
の
間
に
従
ふ
を
楽
し

ま
ざ
る
者
に
し
て
、
能
く
彼
を
夷
滅
す
る
こ
と
の
速

す
み
や
か

な
る
は
、
何
ぞ

や
。
豈
に
其
の
復
讎
の
念
深
く
、
而
し
て
才
能
も
又
類
を
絶
す
る
か
、
抑そ

も

そ
も
天
の
未
だ
斯
の
民
を
喪ほ

ろ

ぼ
さ
ざ
る
か
。
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【
訳
】

　

論
じ
て
い
わ
く
、
巴
豆
・
柴
胡
と
い
っ
た
将
軍
は
、
も
と
も
と
邪
悪
な

者
を
退
治
し
、
そ
の
害
を
除
く
能
力
が
あ
り
、
人
望
が
厚
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
胡
蔓
を
討
伐
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
胡
蔓
の
害

の
深
刻
さ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
狂
暴
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

も
し
あ
の
時
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
傍
観
し
て
い
れ
ば
、
賊
は
の
さ
ば
っ
て

都
を
蹂
躙
し
、
我
が
国
の
領
土
を
侵
略
し
、
そ
の
勢
力
を
増
大
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
ま
ず
食
糧
が
打
撃
を
受
け
る
。
食

糧
の
輸
送
ル
ー
ト
は
断
絶
し
、
政
府
の
食
糧
庫
は
空
に
な
り
、
国
家
が
存

亡
に
瀕
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
徐
長
卿
が
、
医
者
に
な
る
こ
と
に
満
足

し
な
い
の
に
、
兇
悪
な
賊
を
か
く
も
速
や
か
に
退
治
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。
彼
の
復
讐
の
念
が
強
く
、
か
つ
ま
た
比
類

無
い
能
力
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
天
が
国
を
滅

ぼ
そ
う
と
し
な
か
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

四
　

以
上
が
、「
徐
長
卿
伝
」
の
内
容
で
あ
る
。
文
中
に
は
、
七
十
種
に
及

ぶ
薬
草
が
人
名
、
地
名
、
名
詞
、
熟
語
な
ど
の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

人
名
に
は
、
人
名
そ
の
も
の
を
冠
し
た
薬
草
名
を
付
し
、
悪
役
に
は
劇
毒

を
有
す
る
植
物
を
、
そ
れ
を
退
治
す
る
将
軍
に
は
解
毒
作
用
の
あ
る
薬
草

を
、
ま
た
仙
人
に
は
効
能
の
す
ぐ
れ
た
薬
草
を
配
し
、
そ
の
薬
草
の
持
つ

性
質
や
効
果
に
よ
っ
て
、
登
場
人
物
の
性
格
が
察
し
ら
れ
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
。
薬
草
名
は
人
名
や
地
名
だ
け
で
な
く
、「
及
巳
」（
己
に
及

ぶ
）、「
使
君
子
」（
君
子
を
し
て
…
せ
し
む
）、「
独
活
」（
独
り
活
き
る
）、

「
知
母
」（
母
の
…
を
知
る
）、｛
当
帰
｝（
当
に
帰
る
べ
し
）、「
預
知
子
」

（
子
の
…
を
予
知
す
）、「
牽
牛
」（
牛
を
牽
く
）
な
ど
、
動
詞
や
熟
語
と
し

て
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
場
の
状
況
を
掛
詞
に
よ
っ
て
見
事
に
表
現

し
て
い
る
。
そ
の
分
類
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）　

人
名
：
徐
長
卿
（
主
人
公
）、
杜
仲
（
徐
長
卿
の
字
）、
蔓
荊
子

（
徐
長
卿
の
号
）、
防
風
（
徐
長
卿
の
先
祖
の
氏
族
名
）、

三
陵
（
徐
長
卿
の
父
）、
丁
香
（
徐
長
卿
の
母
）、
鈎
吻

（
徐
長
卿
の
仇
）、
黎
蘆
・
烏
賊
・
胡
蔓
（
賊
の
名
）、
巴

豆
・
柴
胡
（
将
軍
の
名
）、
黄
精
・
威
霊
仙
（
仙
人
の

名
）、
白
頭
翁
、
胡
黄
連
、
龍
眼
、
酸
棗
、
甘
遂
、
青

礞
、
劉
寄
奴

（
二
）　

名
詞

　
　
　

地
名
：
瑣
陽
、
商
陸
、
常
山
、
蒲
黄
、
天
門
、
麥
門
、
大
黄
、
丹

参
、
石
膏
（
山
名
）、
零
陵
、
阿
魏

　
　
　

物
名
：
巴
戟
・
大
戟
・
皀
角
刺
・
赤
箭
（
武
器
）、
紫
河
車
、
龍

珠
、
大
棗
、
龍
骨
、
蘇
木
、
密
陀
僧
、
天
南
星
、
伏
霊
、

烏
頭
、
莞
花
、
禹
餘
糧
、

　
　
　

異
民
族
：
辛
夷
、
緑
礬

（
三
）　

動
詞
や
熟
語
な
ど
：
吉
利
、
遠
志
、
及
巳
、
覆
盆
、
使
君
子
、
獨
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活
、
知
母
、
車
前
、
澤
瀉
、
安
息
、
来
服
、
當
歸
、
乳

香
、
五
倍
（
子
）、
防
巳
、
預
知
子
、
牽
牛

（
四
）
そ
の
他
：
三
七
、
天
麻
、
獨
用
将
軍
、
九
仙
子

　

割
合
を
見
る
と
、
人
名
が
二
十
一
、
地
名
が
十
一
、
物
名
が
十
五
、
異

民
族
名
が
二
、
動
詞
や
熟
語
な
ど
が
十
七
、
そ
の
他
が
四
と
な
っ
て
い

る
。
注
意
す
べ
き
点
は
、
こ
れ
ら
の
薬
草
は
原
名
の
ま
ま
標
記
さ
れ
、
薬

草
名
に
よ
る
言
葉
の
仮
借
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
前

出
の
伊
沢
蘭
軒
の
薬
名
詩
と
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
蘭
軒
詩

は
「
採
薬
遇
天
晴
。
青
籃
掛
杖
行
。
途
平
蓬
野
濶
。
苔
滑
石
橋
横
。
林
薄

荷
鑱
入
。
池
塘
洗
艸
清
。
吾
家
間
事
業
。
不
是
学
長
生
」（
薬
を
採
り
て

天
の
晴
る
る
に
遇
ひ
、
青
籃 

杖
に
掛
け
て
行
く
。
途
平
ら
か
に
し
て
蓬

野
濶
く
、苔
滑
ら
か
に
し
て
石
橋
横
た
は
る
。
林
薄 
鑱
を
荷
ひ
て
入
り
、

池
塘 

艸
を
洗
っ
て
清
ら
か
な
り
。
吾
家
の
閒
事
業
、
是
れ
長
生
を
学
ぶ

に
あ
ら
ず
）
と
あ
り
、「
天
晴
→
天
精
（
地
骨
皮
）」、「
籃
→
藍
」、「
平
→

萍
」、「
滑
石
」、「
薄
荷
」、「
洗
（
艸
）
→
蒨
（
草
）」、「
吾
家
→
五
加
」、

「
長
生
（
羌
活
の
別
名
）」
と
い
う
よ
う
に
、
音
通
や
別
名
を
使
っ
て
、
薬

草
名
を
当
て
る
技
法
が
随
所
に
施
さ
れ
て
お
り
、
中
国
宋
代
の
薬
名
詩
の

「
仮
借
さ
れ
た
薬
草
名
」
を
用
い
る
ス
タ
イ
ル
⑿
に
類
似
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
蕉
園
の
「
徐
長
卿
伝
」
に
お
け
る
薬
草
名
の
使
用
法
と
、
伊

沢
蘭
軒
詩
の
も
じ
り
の
技
法
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
、
今
は
薬
草
名
の
扱
い
に
対
す
る
両
者
の
違
い

を
指
摘
す
る
に
留
め
て
お
く
。

　

次
に
、「
徐
長
卿
伝
」
の
主
要
登
場
人
物
に
当
て
ら
れ
た
薬
草
に
つ
い

て
、
若
干
の
説
明
を
加
え
た
い
。

　

主
人
公
の
「
徐
長
卿
」
は
、
和
名
を
ス
ズ
サ
イ
コ
と
い
う
薬
草
で
あ

る
。
中
国
の
民
間
伝
説
に
よ
れ
ば
、
唐
の
太
宗
・
李
世
民
が
狩
猟
の
際
に

毒
蛇
に
咬
ま
れ
、
危
篤
に
陥
っ
た
の
を
、
民
間
医
の
徐
長
卿
が
薬
草
を
煎

じ
て
治
療
し
、
快
癒
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
薬
草
を
「
徐
長
卿
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。『
本
草
綱
目
』
に
は
、
徐
長
卿
は
別
名
を
「
鬼

督
郵
」
と
い
い
、「
鬼
病
」（
神
経
作
乱
）
を
治
す
と
あ
る
⒀
。
悪
人
を
退

治
す
る
の
に
、
ふ
さ
わ
し
い
名
前
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
字あ

ざ
なの

「
杜
仲
」

は
、「
こ
れ
を
服
用
し
た
人
が
仙
道
を
会
得
し
た
」（『
和
漢
三
才
図
会
』）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
仇
討
ち
を
達
成
し
た
徐
長
卿
が
、
後
に
山
に
入
っ
て

仙
人
に
な
る
（
九
仙
子
の
一
人
）
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
徐

長
卿
の
母
の
名
で
あ
る
「
丁
香
」
は
丁
子
と
い
う
薬
草
で
あ
る
が
、
雌
雄

の
別
が
あ
り
、
雌
を
「
母
丁
香
」
と
い
う
。
女
性
ら
し
い
名
前
と
と
も

に
、
母
そ
の
も
の
も
指
し
て
い
る
。
な
お
、
徐
長
卿
の
先
祖
は
「
防
風
」

氏
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
薬
草
名
で
あ
る
ほ
か
、
中
国
古
代
伝
説
中
の
部
族

名
で
も
あ
る
。

　

父
の
敵
の
鈎
吻
は
、
野や

葛か
つ

と
も
い
う
劇
毒
の
植
物
で
あ
る
。
宋
の
沈
括

『
夢
渓
筆
談
』「
薬
議
」
に
、「
鈎
吻
、
本
草
、
一
名
野
葛
、
主
療
甚
多
、

注
釋
者
多
端
、
或
云
可
入
藥
用
、
或
云
有
大
毒
、
食
之
殺
人
。
余
嘗
到
閩

中
、
土
人
以
野
葛
毒
人
及
自
殺
。
或
誤
食
者
、
但
半
葉
許
入
口
即
死
、
以

流
水
服
之
、
毒
尤
速
、
往
往
投
杯
已
卒
矣
（
鈎
吻
は
『
本
草
』
に
、
野
葛
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と
も
い
い
、
い
ろ
い
ろ
な
病
の
治
療
に
用
い
ら
れ
る
、
と
あ
る
。
諸
説
が

あ
っ
て
、
薬
用
に
す
る
と
も
、
猛
毒
だ
か
ら
食
べ
る
と
死
ぬ
と
も
い
わ
れ

る
。
私
は
以
前
閩び

ん

（
現
在
の
福
建
省
の
あ
た
り
）
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
の
土
地
の
人
は
野
葛
で
人
を
殺
め
た
り
自
殺
し
た
り
し
て
い
た
。

誤
っ
て
口
に
入
れ
る
と
、
葉
の
半
分
で
も
死
ん
で
し
ま
い
、
水
を
飲
ん
で

毒
を
消
そ
う
と
す
る
と
逆
に
毒
が
早
く
回
っ
て
、
し
ば
し
ば
水
の
器
を
投

げ
捨
て
た
と
き
に
は
、
已
に
死
ん
で
い
る
の
だ
）」
と
あ
り
、
そ
の
毒
性

の
強
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
人
殺
し
を
も
の
と
も
せ
ず
、
朝
廷
に
反
乱
を

起
こ
す
大
悪
人
の
名
前
と
し
て
、
恰
好
な
毒
草
で
あ
る
。
徐
長
卿
を
助
け

る
仙
人
た
ち
の
名
前
も
、
霊
験
あ
る
薬
草
の
名
前
で
あ
る
。
徐
長
卿
の
人

相
を
見
た
「
白
頭
翁
」
は
「
老
人
」
で
あ
る
こ
と
に
掛
け
て
お
り
、
師
匠

の
「
黄
精
先
生
」
は
、
漢
の
張
良
と
黄
石
公
の
故
事
を
想
起
さ
せ
る
。
功

成
り
名
を
遂
げ
た
徐
長
卿
が
、
仙
道
を
修
行
し
た
「
威
霊
仙
」
は
、
成
分

が
強
力
で
素
晴
ら
し
い
薬
効
が
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
第
五
段
の
末
尾
に

登
場
す
る
「
劉
寄
奴
」
は
、
南
朝
宋
の
高
祖
劉
裕
の
幼
名
を
冠
し
た
薬
草

で
あ
る
。
さ
ら
に
異
民
族
の
名
称
に
は
「
辛
夷
」「
緑
礬
」
の
よ
う
に
、

「
夷え

び
す」「

礬
（「
蛮
」
と
音
通
）」
の
語
を
用
い
る
な
ど
、
登
場
人
物
の
性
格

を
表
す
に
ふ
さ
わ
し
い
薬
草
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

蕉
園
が
こ
の
よ
う
に
多
く
の
薬
草
名
を
駆
使
で
き
た
理
由
と
し
て
、
漢

籍
を
理
解
で
き
る
儒
者
が
医
者
を
兼
ね
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
（「
儒
医

兼
学
（
（（
（

」）、
懐
徳
堂
の
初
代
学
主
で
あ
っ
た
三
宅
石
庵
は
製
薬
業
者
で
あ
っ

た
こ
と
、
さ
ら
に
中
井
蕉
園
の
曾
祖
父
・
中
井
玄
端
は
播
州
龍
野
藩
の
藩

医
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う（

（（
（

。
現
存
す
る
懐
徳
堂
文
庫
中

の
医
学
関
係
書
籍
に
は
次
の
書
籍
が
含
ま
れ
る（

（（
（

。

　
『
本
草
綱
目
』
五
十
二
巻
図
三
巻　

明
李
時
珍
撰　

江
戸
時
代
刊
本　

　
『
増
訂
本
草
備
要
』
二
巻　

清
汪
昴
撰　

享
保
十
四
年　

植
村
藤
治
郎

等
刊
本

　
『
本
草
詩
箋
』
十
巻　

清
朱
鑰
撰　

光
緒
二
十
五
年
校
刊
本　

　
『
重
修
本
草
綱
目
啓
蒙
』
小
野
識
博
著　

梯
謙
補
正　

天
保
十
五
年　

京
都
菱
屋
吉
兵
衛
等
刊
本

　
『
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
』
小
野
識
博
口
授　

問
識
孝
録　

井
口
望
之
重

訂　

弘
化
四
年　

江
戸
和
泉
屋
善
兵
衛
等　

刊
本

　
『
本
草
図
譜
』
岩
崎
常
正
著　

文
正
十
一
年
序　

大
正
五
年
岩
本
米
太

郎　

刊
本

　
『
本
草
目
録
』
中
井
積
徳　

手
抄　

写
本

　

今
に
残
る
書
籍
の
ほ
と
ん
ど
が
、
蕉
園
死
後
の
年
号
の
刊
本
で
あ
る

が
、
蕉
園
在
世
の
当
時
に
は
す
で
に
『
本
草
綱
目
』
や
『
本
草
備
要
』
が

出
版
さ
れ
て
お
り（

（（
（

、
蕉
園
は
こ
う
し
た
資
料
か
ら
薬
草
に
関
す
る
知
識
を

得
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
本
作
品
中
に
登
場
す
る
七
十
種
類
の
薬
草
も

『
本
草
綱
目
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
徐
長
卿
伝
」
は
全
文
に
わ
た
っ
て
薬
草
名
を
織
り
込
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ん
だ
、
言
葉
遊
び
の
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
作
品
が
単
な
る

戯
作
で
終
わ
ら
な
い
の
は
、
末
尾
の
作
者
の
総
括
に
あ
ろ
う
。
国
の
存
亡

危
急
の
際
に
徐
長
卿
が
現
れ
て
国
を
救
っ
た
の
は
、
天
が
国
を
滅
ぼ
そ
う

と
し
な
か
っ
た
か
ら
だ
、
と
い
う
考
え
方
に
、
蕉
園
の
思
想
の
一
端
が
現

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
江
戸
後
期
か
ら
末
期
、
日
本
は
ロ
シ
ア
ほ
か

諸
外
国
か
ら
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
蕉
園
の
父
・
中
井
竹
山
は
時

の
老
中
松
平
定
信
に
政
務
に
つ
い
て
諮
問
さ
れ
た
と
い
う（

（（
（

。
蕉
園
自
身
に

も
『
杞
憂
漫
言
』
と
い
う
、
蝦
夷
地
に
関
す
る
著
述
が
あ
り
、
国
家
を
憂

え
る
思
い
は
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
言
葉
遊
び
の
文
章
を
綴
る
中
に

も
、
こ
う
し
た
思
い
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
今
ま
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
中
井
蕉
園
の

「
徐
長
卿
伝
」
を
現
代
語
訳
し
、
若
干
の
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
江
戸
時
代
の
薬
名
詩
（
文
）
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。

中
井
蕉
園
は
詩
文
の
才
に
す
ぐ
れ
て
い
た
が
、
言
葉
遊
び
も
好
き
だ
っ
た

と
み
え
て
、
茶
器
の
語
呂
合
わ
せ
や
、
酒
器
を
擬
人
化
し
た
作
品
が
残
さ

れ
て
い
る
と
い
う（

（（
（

。「
薬
草
名
を
使
っ
て
作
っ
た
」
文
章
は
、
こ
う
し
た

蕉
園
の
嗜
好
に
合
う
も
の
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
今
後
は
中
井
蕉
園
の
他

の
作
品
を
分
析
し
つ
つ
、「
徐
長
卿
伝
」
の
成
立
と
日
本
に
お
け
る
薬
名

詩
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。

注（
１
）　

薬
名
詩
の
起
源
は
六
朝
時
代
に
遡
り
、『
藝
文
類
聚
』
巻
五
十
六
「
雑

文
部
・
詩
賦
」
に
は
、
梁
の
簡
文
帝
・
元
帝
・
庾
肩
吾
・
沈
約
の
薬
名
詩
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
沈
約
の
作
品
は
題
名
を
「
竟
陵
王
の
薬
名
に
和
し
奉

る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
斉
の
武
帝
の
子
・
蕭
子
良
が
詠
ん
だ
薬
名
詩
に

応
酬
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

ま
た
、
宋
の
厳
羽
の
『
滄
浪
詩

話
』「
詩
體
」
に
、「
雑
体
を
論
ず
れ
ば
則
ち
風
人
、
藁
砧
、
五
雜
俎
、
兩
頭

纎
纎
、
迴
文
、
反
覆
、
離
合
、
建
徐
、
字
謎
、
人
名
、
卦
名
、
數
名
、
藥

名
、
州
名
、
有
り
、
又
六
甲
十
屬
の
類
、
及
び
藏
頭
、
歇
後
等
の
体
有
り
」

と
あ
り
、「
字
名
、
人
名
、
卦
名
、
數
名
、
藥
名
、
州
名
」
の
部
分
に
は
割

り
注
で
、「
如
此
き
詩
は
、
只
だ
戲
謔
を
成
し
、
法
を
為
す
に
足
ら
ざ
る
也
」

と
し
て
、
人
名
や
薬
名
な
ど
を
織
り
込
ん
だ
詩
は
単
な
る
言
葉
遊
び
に
す
ぎ

な
い
と
み
な
し
て
い
る
。

（
２
）　
『
野
客
叢
書
』
巻
十
七
（
百
部
叢
書
集
成
之
十
四
『
稗
海
』）

（
３
）　

宋
の
詩
人
。
薬
名
詩
を
百
余
首
作
っ
た
と
さ
れ
る
。『
宋
史
』｢

芸
文
志

｣

に
、
陳
亜
「
薬
名
詩
一
巻
」
の
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、『
全
宋
詞
』
に
薬

名
詞
「
生
査
子
」
四
首
が
収
録
さ
れ
、
そ
の
作
者
小
伝
に
「
陳
亜
、
字
亜

之
、
楊
州
人
。
咸
平
五
年
進
士
。
歴
任
於
潜
令
、
知
越
州
、
潤
州
、
湖
州
、

官
至
太
常
少
卿
。
…
少
孤
、
長
於
舅
家
、
受
其
舅
影
響
、
熟
諳
、
藥
名
、
有

藥
名
詩
百
餘
首
。」
と
あ
る
。

（
４
）　

こ
の
詩
に
お
け
る
薬
草
名
は
、「
地
黄
」「
枝
子
（
梔
子
）」「
半
夏
」

「
桂
心
」「
豈
君
知
（
使
君
子
）」
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
詩
の
タ
イ
ト
ル
を

『
全
唐
詩
』
巻
三
八
六
で
は
「
鄱
陽
の
客
に
答
ふ
る
薬
名
詩
」
と
し
、
結
句

を
「
心
中
萬
事
喜
君
知
」
に
作
る
。

（
５
）　

田
中
謙
二
「
薬
名
詩
の
系
譜
」（『
明
清
時
代
の
科
学
技
術
史
』
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所　

一
九
七
〇
年
）。
南
北
朝
以
来
の
薬
名
詩
の
伝
承
及

び
そ
の
展
開
を
系
統
的
に
解
説
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
作
品
の
実
例
を
挙
げ
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て
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
考
資
料
と
し
て
主
だ
っ
た
薬
草
名

と
そ
れ
が
登
場
す
る
作
品
が
ア
イ
ウ
エ
オ
順
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。

（
６
）　

前
出
田
中
謙
二
「
薬
名
詩
の
系
譜
」。

（
７
）　

湯
浅
邦
弘
編
著
『
懐
徳
堂
事
典
』
に
よ
れ
ば
、
蕉
園
の
父
・
竹
山
は
漢

詩
文
に
造
詣
が
深
く
、
門
人
た
ち
に
唐
宋
明
代
の
詩
を
読
ま
せ
、
特
に
音
韻

に
注
意
を
払
っ
て
い
た
、
と
あ
る
。
懐
徳
堂
で
は
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）

か
ら
詩
の
講
会
が
始
ま
り
、
漢
詩
文
の
実
作
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

（
前
掲
書
九
一
～
九
二
頁
。）

（
８
）　
「
懐
徳
堂
文
庫
」
と
は
、
懐
徳
堂
が
収
蔵
し
て
い
た
古
籍
や
、
懐
徳
堂

に
関
す
る
各
種
資
料
の
総
称
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会

が
保
管
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
四
年
、
一
括
し
て
大
阪
大
学
に
寄
贈
さ
れ

た
。「
懐
徳
堂
文
庫
」
は
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
に
移
転
・
収
蔵
さ
れ
、
同

大
中
国
哲
学
研
究
室
の
湯
浅
邦
弘
教
授
を
中
心
に
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
筆
者
は
二
〇
〇
九
年
に
同
大
学
を
訪
問
し
た
折
、「
徐
長
卿
伝
」
の
資

料
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
。
本
稿
で
は
、
懐
徳
堂
関
連
の
記
事
を
、
湯
浅

邦
弘
編
著
『
懐
徳
堂
事
典
』、
湯
浅
邦
弘
・
武
田
健
二
編
著
『
懐
徳
堂
ア
ー

カ
イ
ブ　

懐
徳
堂
の
歴
史
を
読
む
』（
い
ず
れ
も
大
阪
大
学
出
版
会
発
行
）

に
拠
っ
て
い
る
。

（
９
）　
「
懐
徳
堂
文
庫
資
料
解
題
」【
中
井
蕉
園
関
係
】http://w

w
w

7b.
biglobe.ne.jp/~nobu_yuki/kaidai.htm

 

（
10
）　

湯
浅
邦
弘
編
著
『
懐
徳
堂
事
典
』
百
五
十
五
頁
。「
彫
虫
篆
刻
」
と
は
、

漢
の
揚
雄
の
『
揚
子
法
言
』「
吾
子
」
に
見
え
る
言
葉
。「
童
子
彫
虫
篆
刻
」

（
子
ど
も
の
こ
ろ
は
文
章
を
飾
り
立
て
て
い
た
）と
あ
る
。
詩
文
に
お
け
る
、

取
る
に
足
り
な
い
技
巧
の
喩
え
。

（
11
）　

江
戸
時
代
中
期
、
大
坂
の
医
者
、
寺
島
良
安
の
編
纂
に
よ
る
類
書
。
正

徳
二
年
頃
の
出
版
。
漢
方
医
学
方
面
の
記
述
が
詳
細
で
あ
り
、
薬
草
名
も

『
本
草
綱
目
』
の
記
述
を
多
く
引
い
て
解
説
を
加
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

『
国
訳
本
草
綱
目
』（
鈴
木
真
海
訳
、
白
井
光
太
郎
校
注
、
春
陽
堂
書
店
）
及

び
『
和
漢
三
才
図
会
』（
島
田
勇
雄
ほ
か
訳
注
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
）
に
拠

っ
た
。

（
12
）　

前
出
田
中
謙
二
「
薬
名
詩
の
系
譜
」。

（
13
）　

項
楚
『
敦
煌
変
文
選
注
』（
増
訂
本
）「
伍
子
胥
変
文
」
の
注
に
、「
徐

長
卿
：
藥
用
植
物
。
相
傳
徐
長
卿
以
此
藥
治
病
、
故
以
人
名
藥
。『
太
平
御

覧
』
巻
九
九
一
引
『
本
草
經
』
曰
：『
徐
長
卿
、
一
名
鬼
督
郵
。
味
辛
温
。

出
山
谷
、
治
鬼
物
百
靈
蠱
毒
毒
疾
疫
邪
氣
温
鬼
、
久
服
強
悍
輕
身
、
生
太

山
。』」
と
あ
る
。

（
14
）　

湯
浅
邦
弘
編
著
『
懐
徳
堂
事
典
』
五
十
九
頁
。

（
15
）　

湯
浅
邦
弘
編
著
『
懐
徳
堂
事
典
』
五
十
九
頁
及
び
六
十
三
頁
。

（
16
）　W

EB

懐
徳
堂
「
懐
徳
堂
文
庫
電
子
図
書
目
録
」（W

W
W

.kaitokudo.
jp/m

okuroku

）

（
17
）　

真
柳
誠
『
日
本
版
中
国
本
草
図
録
』
巻
九
「
中
国
本
草
と
日
本
の
受

容
」（
中
央
公
論
社　

一
九
九
三
年
）
に
よ
れ
ば
、『
本
草
綱
目
』
は
江
戸
初

期
に
日
本
に
伝
来
し
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
年
）
に
和
刻
版
が
出
版
さ

れ
、
ま
た
『
本
草
備
要
』
は
、
一
六
八
二
年
頃
か
ら
流
行
し
、
一
七
一
八
～

一
七
二
九
年
頃
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

（
18
）　

湯
浅
邦
弘
編
著
『
懐
徳
堂
事
典
』
百
五
十
八
頁
か
ら
百
六
十
三
頁
「
懐

徳
堂
と
政
治
」。

（
19
）　

湯
城
吉
信
「
懐
徳
堂
文
庫
資
料
解
題
」
に
よ
れ
ば
、「
戯
撰
酒
具
名
姓
」

「
戯
撰
茶
具
官
銜
名
姓
」
な
ど
の
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。


